
県民講座「長良川河口堰と生物多様性（仮題）」

１．日時

2020年 8月 30日（日）
  第一部 2時間）、休憩をはさみ、第二部（2時間）  

２．場所

 名古屋市内の会場

３．開催趣旨

（１）第一部； 2020年は COP10から 10周年の年である。同時に、愛知目標の一つの
節目の年である。若い世代（学生）による、長良川河口堰、利根川河口堰、筑後大堰

日本各地における河口堰と生物多様性の保全に関する調査研究・活動の発表とポスト

愛知目標に向けた河口堰と生物多様性に向けた指針を討論

（２）第二部； 長良川河口堰最適運用検討委員会の委員及びリソースパーソンによる長

良川河口堰と生物多様性の状況と、堰開門による生物多様性の変化について、事例を

含めて紹介し、第一部の学生を含めて長良川河口堰の開門調査への道筋を討論

４．開催概要

（１）第一部（2時間）
  １）生物多様性愛知目標を踏まえた学生によるプレゼンとポスト愛知目標の討論

２）長良川河口堰最適運用検討委員会委員のコメント

３）会場参加者との意見交換

（２）第二部 （2時間）
  １）長良川河口堰と生物多様性に関する委員及びリソースパーソンのプレゼン

  ２）長良川河口堰と生物多様性に関する委員・学生による討論

  ３）会場参加者との意見交換

５．その他 

 全てのプログラムの情報を公開するとともに、参加者による情報発信を期待する。興味を

持った新規の人材を獲得、建設的な意見を得て、関心を持つ人の拡大を図る。

 なお、本講座は「あいち・なごや生物多様性 2020連携事業」として実施の見込み。

資料３


